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日立集中遠方監視制御装置
スーパーロール シリーズ

CentraIized SupervisorY ControIEquipments.
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遠方監視制御システムは,適用範囲の拡大に伴し､多様化

大形化の傾向にあり,また集中制御方式が多く採用されるよ

うになってきた｡今回この市場動向に対応して,装置のシリ

ーズ化を企画し,集中遠方監視制御装置スーパーロール(SU
PERROL:以下,SPRと略す)シリーズを開発した｡

ス‾パ‾ロ‾ルシリーズでは最近発展のめざましいIC(集

桔回路)技術を採用するとともに,全情報のディジタル伝送,

制御用電子計算機とのインタフェースなどを考寝した｡以下,

本シリーズの体系,構成及び特長について詳述する｡

凶 日立集中遠方監視制御装置の体系

図lは集中遠方監視制御システムにおける市場の動向とこ

れに基づく要求機能及び対応技術をまとめたものである｡ス

‾パーロ】ルシリーズではその対応技術を採り入れ,要求機

/r市場の動向
｢

琵言ち

/-要求機能
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能に合った経済的なシステムを提供できるよう体系化を行な

った｡

2.1各機種間の統一思想

(1)符号構成と基本仕様

本シリーズでは回路が単純で,しかも常時正常動作の確認

がとれるサイクリック方式を採用し,電気学会通信専門委月

会で決定した符号構成を用いてし-る｡基本仕様は電気協同研

究会の報告及び日本電機工業会規格(JEM)に準拠してい

る｡

(2)標準モジュール

遠方監視制御装置の機能はデータの伝送部及び外部装置と

伝送部を結合して外部情報を伝送するのに適したデータに変

検する入出力部より構成される｡これら各部分は最適な機能

に分割し,標準モジュールとして,各機種を組み立ててし､る｡

対応技術

集中制御方式

増設･拡張性

データ ロギング
′

電子計算機制御

カラーグラフィックディスプレイ

単信回線(無線)による伝送方式

設定値制御･鍋整制御

高速伝送(600ポー,1,200ボー)

全情報のディジタル伝送

半導体化による信頼度向上

装置二重化による稼動率向上

図l市場の動向と対応技術 適用業種･範囲の拡大に伴って規模の大形化,情報の多様化が起二り,

市場のニーズが変化Lている+

Fig･lS=Pe｢Visory Contr01Marcket a=d New Techno-ogy of S=PerVisory Control

*日立鮒乍帝大みか工場 **日+土製作所日立研究所
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対向方式
ディジタル

テレメータ

1:1テレコントロールテレメータ 1:Nテレコントロールテレメータ

汎用形 中容量 大容量 高 速 経済性

機 種 SPR320C SPR140C SPR340C SPR360C SPR440C SPR740C

容

量

子 局 数

1 1 1 1

30

60

ON-OFF 制御 100 100

200

100 100

設定値制御 4 4 4

調整制御
9 9

ON-OFF 表示 200

120

200

400

200

120

計 測

48

8

48 48 48

8

図2 スーパーロール シリーズの性能比較

SPR360Cは,小容量から大容量まで各種系列化Lてある

経漬性を考慮Lて方式容量を用意Lてある√′

Fig･2 Fac州ty of the S=Pe｢｢OISe｢ies

無禄

l l対向のSPR320C,SPR140C,SPR340C及び

l:N対向のSPR440C,SPR740Cは処理速度,

経済性

1:N対向方式

表示･計測

制御･表示･計測

1:1対向方式

有線

(3)茶本機能と付加慌能

ユーザーからの要求に対応できるように機椎を多く取りそ

ろえるとともに,各機椎ごとに予想される機能を基本機能と

付加機能に分類し,幅はい機能の二選択ができるように考慮L

てある｡

(4)電了･計算機の接続

監視制御の自動化を図るために,仝機椎とも電子計算機と

容易に接続できるようにしてある｡表示･計測イ言号はイ云送部

からの出力であるワード シリアル,ビット パラレルのデータ

をそのまま電十計算機のデータ交換入出力装置へ入力するの

を標準とし,制御信号は電了一計算磯のプロセス入出力装置の

ディジタル出力と接続するのを標準とする｡

高速伝送

小容量

大容量

小容量

中容量

特殊機能

大容量

SPR740C

SPR440C

アナログ搬送テレメータ

SPR320C

SPR140C

SPR340C

SPR3(∋OC

図3 機種選定の)売れ図

スーパーロール シリーズの中から最

適なヰ幾種を選定するための条件を列

挙Lてある｡将来の構想を考えて機

種を選定することも重要である｡,

Fig.3 F10W Cha｢t fo｢Mak-

1咽a Choice of Equipment

2.2 スーパーロール シリーズの体系

スーパーロール シリーズは,SPR320C,SPR140C,SP

R340C,SPR360C,SPR440C及びSPR740Cの計6機種

で構成されており,図2はこれら機能別の一覧表を示すもの

である｡

(1)ディジタル テレメータ

SPR320Cは計測と表示を主体にしたディジタル テレメー

タである｡計測容量が2～3量と少ないときには搬送式アナ

ログ テレメータを使用することもある｡自動記う録装置と結合

してデータ ロギングも可能である｡

(2)1:1対向方式テレコントロール テレメータ

SPR140C,SPR340C及びSPR360Cは1:1対向の遠
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方監視制御装置(テレコントロール テレメータ)である｡SP

R140Cは汎用形の装置で1従来の遠方監視制御装置に比較し

てテレメータの機能が付加されている｡従来から遠方制御が

行なわれている配電用変電所の制御にはこの機種で十分であ

る｡SPR340Cは従来にない機能を付加した中容量の装置で

ある｡すなわち,親局からはON-OFF制御のほかに,量的情

報を伝送する設定値伝送及び速度制御,流量制御,電力負荷

調整のように連続の出力を与えて手動制御する調整制御があ

る｡子局からはON-OFF表示のほかに,アナログ,ディジ

タル入力の計測量,パルス入力も同一の送受信部で伝送する｡

また,高速伝送を行なうための機能も持たせてある｡一方,

更に大容量のシステムを構成するためにSPR360Cを用意し

図4 S P R川OC spR川OCの継電器盤を示す｡

Fig.4 Super｢ol148C

ON-OFF制御出力艶

調整制御出力部

設定値制御出力部

計測入力部

表示入力部

/りレス入力部

挑漁り5

徽妄

子局｢

｢‾…

雄琵済号さ摺損静子た
耶諸事叢蔓≡真■て∧W

既済

ている｡これは伝送項目が非常に多いプラントに適用して,

経済的なシステムを構成することができる｡

(3)1:N対向方式テレコントロール テレメータ

SPR440C,SPR740Cは1:N対向方式のテレコントロ

ール テレメータである｡SPR440Cは表示と計測が1:1方

式,利巧卸が1:N方式である｡1:1方式が持つ高速伝送の

利点を生かしつつ,集中遠方制御に必要な監視制御の集中化

や合理化を経済的に実施することが可能である｡

SPR740Cは表示,計測,制御ともに1:N方式をとって

いる｡伝送速度は比較的遅いが,方式的に伝送路の選択が自

由であり,しかも送受信部が仝子局に共通使用するために経

済的なシステムを構成できる｡図3はスーパーロール機種選

択のi充れ図を示したものである｡

田 各機種の特長と構成

各機桔の特長と構成についてその概要を述べる｡

3.1 S PR320C

S PR320Cはアナログ テレメータの代わりになる経i斉的な

ディジタル テレメータとして開発したものである｡通常,搬

送式アナログ テレメータに比較すれば,計測量が8～10量以

上になればディジタル テレメータのほうが経済的である｡し

かも,計測量と同時に伝送する接点信号の表示があれば,更

にディジタル テレメータのほうが有利である｡

主な特長は次のとおりである｡

(1)容量別の標準構成により必要な容量に対して,経済的な

システムが構成できる｡

(2)機能と性能はアナログ テレメータ相当若しくはそれ以上

であり,特に精度は高精度も可能である｡

(3)付加機能を付ければ,｢サイクリック ディジタル情報伝

送装置+と同様な高級機にもなるように考慮してある｡

3.2 S P R140C

SPR140Cは,従来のりレ一式パルスコード スーパー,ト

ランジスタ式サイクリック スーパーのi充れをくむ標準形の

テレコントロール テレメータである｡従来品は,表示項目

が60--80点であるのに比較して,SPR140Cは表示項目120

点で,しかも計測量8量までと大きな容量を持たせてある｡

丁几用形として最も要求の多い機種である｡

｢親局

+_…

図5 S P R340Cの構成図 SPR340Cは,l:l対向方式である｡最近の適用業種の拡大に伴っ

て要二求される各種機能が備わっている｡

Fig･5 Configuration of Superro1340C System
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図4はSPR140Cの外観を示すものである｡

3.3 S P R340C

SPR340Cは,最近の要求の多様化,大規模化に対応して

開発した機種で,SPR140Cに比較して容量を大幅に増やす

とともに,機能も充実させてある｡図5は,その構成を示す

ものである｡

主な特長は次のとおりである｡

(1)最大容量が制御100点,表示200点,計測48量と中容量の

規模を持たせてある｡但し,組合せの最大容量は表示,計測

合わせて60量(表示は1量10点で換算)以下とする｡

(2)親局より子局へ量的情報,例えば流量,水位の設定値を

伝送することが可能である｡1対向当たり4量の設定値が同

時伝送できる｡

子局

入力信号

調整制御イ

親局

指示計

計

測

入

力

壬ロ

計

測

値

t

平常時サンプリング周期 調整制御時サンプリング周期 時間

図6 調整制御時のタイムチャート 調整制御時は子局から親局へ

の応動表示を速〈するために,表示信号をくふうLてサンプリング周期を短く

する｡

Fig.6 Time Chart of Data During the Adjust Cont｢ol

付スーパーコミュテーション

1サイクル中に複数臥同一量を

伝送して,サン70リング周期を

短くする.-,

フレーム短縮

指定したワード数とサイクル数

だけ,状態変化時のみフレーム

を短縮Lて高速伝送する｡

伝 送 速度

200ポーを標準の伝送速度とす

るが,600ポー,1.200ポーも可

能で,周期を1/3,1/6にできるLノ

調整制御

(応答表示)

調整制御中はそれに関係する項

目のみを伝送して,サンプリン

グ周期を短くする｡

(3)ON-OFF制御のほかに調軽制御が可能である｡調整制御

は,親局で操作スイッチを扱っている間ずっとr一局では出力

接点が閉になっているものであー),速度,電力の調整を手動

操作するときに使用する｡ところで制御出力によって変動す

るプラントのこ状況は,表示･計測信号によって子J･dより親J･J

へ返送されてくるが,信号のサンプリングは伝送する谷:岩二に

ょり差があり5～10秒間を要する｡二の時間はプラントの動

作時間に比較して小さくないために,応動を忠実に再現でき

ない｡そこで図6に示すように,朋∃さ朋iり例の指令を山Lて

いる間はその制御に関係している情報のみを伝送し,サンプ

リング周期を短くして,応動を忠実にとらえることが必要で

あり,ニの機能を備えている｡

(4)以上のほかに,フレーム知縮(フレ･--ムの先頗の数ワー

ドの情報のみを伝送するためにフレームを知縮してサンプリ

ング同期を細くする),スーパM コミュテーション(1サイ

クルの中に複数回,同一量を伝送してサンプリング同期を如

くする)などの特殊機能を付加できる｡

図7は高速伝送方式における符号構成をホしてある｡

3.4 S P R360C

S PR360CはS PR340Cより一針二大容量の装置で,制御

200点,表示400点,計測48量まで可能で,組合せ容量は60韻

である｡SPR360Cは重要設備に使用される例が多く,600ポ

ー,1,200ボ【の高速†云送をするとともに,送受信部,電源部

を二重化するのが普通である｡

3.5 S P R440C

S PR440Cは基本的にS PR340Cをべ【スにして最大1

:30対向方式にしたものである｡SPR440Cは,1:1対ドり

方式と同じ高速性を持たサたうえ,集中制御システム適用を

考えて,電子計算機や上位制御所へのデータ転送用伝送装置

などと有機的に結合を行なう総合システムの構成が可能であ

る｡図8は,その構成を示すものである｡

S PR440Cの特長は次のとおりである｡

(1)制御は同時に4個所から可能である｡ただし同時に2個

所以上から一つの千ノ･右を制御することは不可能で,この場合

にはあらかじめく定められた優先順位に従って,1仰l所からの

ワード構成

スーパーコミュ丁-ソヨン

ア

ワド Z テ リ
lレ フ l T

rドス｢′グ､｢----------------一夕ーーー
｢

イ

川ヰ.-?竿‡1位【f‡同左反転蓮華
†､2､3､4 56 7 8 910

同期冊警!表雷‡警l喜刊㌔則一計糾計デ】j
トーーーーーー

フレーム短縮

1サイクル

同期冊警‡同期冊警
フレーム短縮

伝送速度(600ボー)

画

期

調整制御の応答表示

図7 高速イ云遠方式 伝送容量が増加してくるご,信号のフレームが長くなり,

る伝送遅れの減少が必要になる｡

Fig.7 Method of High Speed Data T｢ansmission

同期l習】j同期岳㌔則
調整剤御中

各種高遠伝送方式によ

同期

13141516】7柑柑202122

計測
5

冊
表示
2 !警冊計f則声言即で++

期間

ヨ1
開

一

表封表示

1】2 一驚t警
計測

†
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図8 SPR440Cの構成図 SPR440Cは,

虜‾.二重芸
同時制御可能

制 御 所

l対N対向方式をとってお

り,親局制御部が共通になっていて集中制御に適Lているっ

Fig.8 Con†i9Uration of Supe｢ro1440C System

み制御できる｡

(2)表示のための記憶回路として,LSI(大規模集積回路)

を採用して従来に比較して%と小形化を図るとともに,デー

タの処理を容易な方式にした｡

(3)共通部は二重化してシステム稼動率の向上を図っており,

また,ワンタ､ソナの手動切換えによるデュプレックス システ

親局･送信

親局･受信

親局･送信

親局･受信

呼出い

図9 SPR740Cの制御･表示信号の伝

送方式 SPR740Cは,阜信回線(無線回線)

にも使用できる伝送方式をとっている｡

Fjg.9 Method of Data Transmission of

Supe｢ro1740C System

82

親局･送信

親局･受信

ムを手采用している｡

(4)親局の受信部,出力部,電源部は4子局単位にまとめて

おり,増設や改造時にも4子局以外の子局の監視制御には影

響のないように構成してある｡

3.6 S P R740C

S PR740Cは,

(1)他の5機種と異なり,単信回線(70MHz帯無線回線)に

も使用可能とすること｡

(2)親局の共通部は送受信ともに1組あればよいので,経i斉

的なシステムができる｡

ことをねらいとしている｡

本機椎の特長は,

(1)無線の場合には,1区域には1渡しか電波使用が認可さ

れないので一最大60個所の子局が接続できるようにしてある｡

(2)伝送方式は図9に示すように,表示信号の起動方式は親

局から子局に対する呼出信号によって起動される｡しかし,

順次子局を呼び出していくために,30子局で100点/子局で

あればデータのサンプリング同期は約1分30秒にもなり,非

常の場合には警報表示が遅れて運転に支障をきたす心配があ

る｡そのために,子局に+犬態変化があったことを親局に通知

する優先伝送機能を付加することができる｡

(3)入出力部はS PR440Cと共用可能である｡

【l 結 吉

スーパーロール シリーズは今後ますます拡大していく遠方

制御システムに対する要求にこたえるために,′ト形から大形

の各機能をそろえ,ファミリーを構成して経i斉的,且つ信頼

性の高いシステムを構成できるように開発したものである｡

遠方制御の分野は増大していく設備群を高効率,高品質に

集中制御していくために,制御用電子計算機とも連携して発

展していくものと考える｡筆者らは今後,スーパーロール シ

リーズをますます充実させる一方,より進んだシステムに発

展させたいと念願している｡

終わりに臨み,本シリーズの開発に当たって終始御指導を

賜わった関係各位に対し,深い謝意を表わす次第である｡
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(a)平常時動作(平常は全子局を順次呼出し,呼出しにより春子局の表示･計那言号が起動される｡)
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(b)選択･制御時(制御時は呼出し信号と同時に制御信号を送信する,その間は親局子局1対1に対応する｡)
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(c)使先呼出L時(平常動作中に,子局で状若変化があれl∫子局側から優先伝送要求(V5)を発して呼出し順序を変更する｡)




